
「第 9 回神戸国際フルートコンクール」第 1 回運営委員会 

議事録 

 

日 時：平成28年 2月 8日（月）14：00～16：00 

場 所：甲南大学ネットワークキャンパス東京 

出席者：別紙名簿のとおり 

 

1 （公財）神戸市民文化振興財団 専務理事 あいさつ 

 

2 第 9 回神戸国際フルートコンクール 運営委員のご紹介   

 

3 議題について 

 

(1) 名誉顧問、および名誉審査委員長の選任について 

 

 第 9 回コンクールの開催のために大口寄付をいただいた辻正司氏（一般財団法人セレモ

ア文化財団会長）を、名誉顧問に選任した。 

 コンクール創設以来、運営委員および審査委員（審査委員長を 4 回務める）として、長

年コンクールの発展にご尽力いただいた金昌国氏を、名誉審査委員長に選任した。 

 

(2) 第 9回神戸国際フルートコンクールの概要について 

第 9 回神戸国際フルートコンクールについて、世界トップレベルの内容を維持しつつ、

効率的な運営をおこなう観点から、下記の通り決定した。 

 日程を、平成 29年 5月 25日（木）～平成 29年 6月 4日（日）（11日間）とする。 

 審査委員を、運営委員の推薦に基づき、前回の 11名より 2名減の 9人とする。 

審査委員長 酒井 秀明（さかい・ひであき）（日本） 

審査委員 アンドラーシュ・アドリヤン（デンマーク） 

審査委員 フィリップ・ベルノルド（フランス） 

審査委員 エミリー・バイノン（イギリス） 

審査委員 ヴァリー・ハーゼ（ドイツ） 

審査委員 ミヒャエル・マルティン・コフラー（オーストリア） 

審査委員 工藤 重典（くどう・しげのり）（日本） 

審査委員 ユン・ヘリ（韓国） 

審査委員 調整中（北米） 

 



 参加料については 18,000円（前回 20,000円）とし、前回までは予備審査通過者（第 8

回：63人）からのみ徴収していたものを、第 9回においては、申込時点で全員（第 8 回：

229名）から徴収するものとする。 

 

 クレジットカード決済の導入を検討する。 

 参加申し込みについて、従来の郵送に加えて、インターネット経由でも受け付ける方向

で合意。ただし、音源に関しては、録音メディア（CD）を郵送する形とする。 

 課題曲について、実施要項上の記載方法について次回確認。 

 実施要項に記載する受験可能年齢の表現等について次回確認。 

 

(3) 第 9回神戸国際フルートコンクール予備審査について 

 

平成 28年 11月下旬に実施する。 

 

4 その他 

 

 次回、第 2回運営委員会は平成 28年 3月 16日（水）16時より開催する。会場は調整中。 

 

 ホームステイについて、外国人だけでなく日本人にも門戸を開く方針。また、これまで

は落選すると宿舎の提供が打ち切られるため帰らざるを得なかった参加者のために、落

選者向けのホームステイ制度を検討中。神戸に長く滞在しコンクールを見届けてもらう

とともに、市民への還元事業への協力を仰ぐ。 

 

 より多くの方にコンクールへの関心を持っていただけるよう、コンクールに先行し、コ

ンクールをそのフィナーレとするような音楽祭を、来年度早々に神戸市が中心となり地

元演奏家や音楽教育関係者、芸術関係者、文化振興に関心のある企業・団体などで企画

検討会議を立ち上げて検討していく。 

 

以上 

  



 

 

 

第１回運営委員会出席者名簿 

 

 氏名 役職 

運営委員長 神田 寛明 ＮＨＫ交響楽団首席奏者 

運営委員 酒井 秀明 
日本フルート協会副会長 / 

洗足学園音楽大学客員教授 

運営委員 佐久間 由美子 国立音楽大学客員教授 

運営委員 竹林 秀憲 
日本フルート協会理事 関西部会事務局長 / 

相愛大学教授・音楽学部長  

運営委員 堤   剛 日本演奏連盟理事長 

運営委員 衣川  彰 
神戸市民文化振興財団専務理事 

※理事長代理 

事務局 須浪 秀樹 神戸市民文化振興財団事業二部長 

事務局 坂井 順一 神戸市民文化振興財団事業二部文化振興課長 

事務局 宮道 成彦 神戸市市民参画推進局文化交流部文化交流担当課長 

事務局 久保田 綾子 神戸市市民参画推進局文化交流部文化振興担当係長 

 

※槙山淳運営委員（日本放送協会神戸放送局長）は所用によりご欠席 


